
2021年度第3回大学図書館近畿イニシアティブ運営委員会 議事概要 
 

日 時： 2021年12月3日（金）14時00分～15時20分 
場 所： 京都大学附属図書館4階 応接室（Web会議） 
出席者： 島、伊原（京都大学）、大山、佐藤（大阪大学）、村上、中山（神戸大学） 
     伊賀、井上（大阪市立大学）、西岡、大前（大阪府立大学） 

谷口、宮崎（立命館大学）、島崎、有水（京都精華大学） 
濱生、新谷（関西大学）、村田、阿部（大阪学院大学） 
遠田（東洋食品工業短期大学） 

事務局： 福田（京都大学） 
 

議事に先立ち、前回議事概要を報告した。 

1. 報告事項 

(1) 2021年度活動進捗報告 

[1] 能力開発専門委員会 
佐藤委員から、資料3に基づき2021年度の活動進捗状況について、12月1日に初任

者研修を開催した旨の報告があり、詳細は次回運営委員会で報告するという説明

があった。 

[2] 広報・Web専門委員会 

西岡委員から、初任者研修に係る広報を中心にWebサイトの更新作業を行った

旨、報告があった。 

[3] 外部資金担当 

村上委員から、前回から特に進捗はなく、報告事項がない旨の説明があった。 
 

2. 協議事項 

(1) 今後の大学図書館近畿イニシアティブの方向性について 

伊原委員から、資料4に基づき各協（議）会からの回答について報告があった。そ

の後、期日以降に回答があった私大図協阪神地区運営委員会の回答について、参考資

料に基づき濱生委員から報告があった。 

各協（議）会からの回答を受け、島委員長から2023年8月31日をもって大学図書館

近畿イニシアティブを解散するという提案があり、解散について了承した。 

また、解散予告を、各協(議)会、賛助会員、その他の関係者に通知することとし

た。 

続いて、島委員長から、活動記録の保存について、加盟館いずれかの大学の機関リ

ポジトリに近畿イニシアWebサイトに掲載されている資料等一式を凍結保存するとい



う提案があり、了承した。保存先については、運営委員長館である京都大学のリポジ

トリを候補とし実現可能性を確認することとした。 

繰越金の使途について、意見聴取の回答を元に協議を行ったところ、記念講演会に

ついては賛同が無く、記念誌の発行についてはリポジトリへの保存での代替が可能で

あることから使途に含めないこととした。初任者向け資料の作成（外部委託）および

オンライン研修（外部委託）については、経費の見積もりをとった上で、実施可能性

を具体的に検討することとした。協（議）会への配分については、賛成意見と反対意

見があった。初任者向け資料の作成、オンライン研修、協（議）会への配分を繰越金

の使途の候補とし、具体的な計画は次回運営委員会において決定することとした。 

 

協議における主な意見は以下のとおり 

 活動の記録や研修の記録をリポジトリ等に保存すれば、記念誌を発行する必要は

ない。 

 解散に向けた新たな事業のWGに委員を出すことが難しいため、協（議）会への

配分を行うのが望ましい。各協（議）会が配分経費により他協（議）会加盟館か

らも参加可能な研修を実施するのがよいと思う。 

 協（議）会への配分には振込口座の確認や連絡調整などの煩雑な事務手続きが必

要となるため、運営委員長館としては反対する。 

 この繰越金は賛助会員が近畿イニシアの活動に賛同して拠出した会費であるた

め、消去法で協（議）会への配分を選択するのは違和感がある。 

 賛助会員からの会費なので、賛助会員も参加できるオンライン研修の事業に使う

のがよい。 

 加盟館からは研修参加の要望が多いので、オンライン研修事業を行うのがよい。 

 近畿イニシアでは、これまで初任者研修が必要であるという議論をしてきたた

め、普遍的な初任者向け研修資料を作成して残すことが最も有意義だと思う。 
 

3. その他 

次回の運営委員会は2022年2月にWeb会議により開催することとした。 
以上 


